
 

あいさつのできる いつでも素直な うそのない えがおの絶えない おもいやりのある 生徒になって欲しい!! 
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 猛暑であった夏から２カ月がたち、気がつけばもう１０月に突入しました。

秋です。気候も大きく変化し、夜が長くなってきました。皆さんは気候の変化

に皆さんの体調は順応しているでしょうか。 

２学期から、準備に取り組んできた文化祭、体育祭が終わりました。歓声を

上げたクラス、悔しさをにじませたクラスなど、各学年、各クラス様々なドラ

マがありました。今しかできない体験を通して皆さんは何を感じ、何を今後に

生かしますか。過程を振り返ったときに客観的に自分を振り返り、この経験を

クラスでどのように生かしていくかは皆さん次第です。 

 

 

 行事を終えてみて、振り返ると充実したものになりましたか？人によって感じ方は様々ですが、ひとつの目標

に向かって全力で取り組むことは非常に大事だと改めて感じました。何よりかっこよかったです。 
 

本気 
 

なんでもいいからさ  本気でやってごらん  本気でやれば  たのしいから 

本気でやれば  つかれないから  つかれてもつかれが  さわやかだから 

相田みつを 

 

どうせやるなら楽しい方がいい。にもかかわらず、やる前から「おもしろくない」「だるい」などの言葉を思い

浮かべませんか？この詩にあるようにとりあえず本気でやってみましょう。その日一日を振り返ったときに、「今

日はこんなことを頑張った。こんなことが出来た。」と思い返せる一日にしてほしいです。 

前向きな言葉を使い、本気で取り組む。これが毎日を充実させる秘訣です。照れくさいかもしれません。でも、

本気でやらずに終わってから「もっとこうしておけばよかった」「もっとできた」など考えることはありません

か？結果は分かりません。努力すれば必ず成功するとは限りません。ただし、

今回の頑張りは次へとつながることは間違いありません。自分の糧になるかど

うかは、本気でやってみないと分かりません。一人で不安なら、友達と一緒に

してみましょう。声をかけてみてください。忘れてはいけないのは「自分の本

気」と「友達の本気」は同じではないこと。自分と比べて評価するのではなく、

それぞれの全力をそれぞれが受け入れる。そんな集団になってください。 

 

 
 

行事が一区切りしたところで、3年生は自分の進路実現まで一直線で突き進むのみ。１，２年生はテストに校

外学習とそれぞれ体験を通して自分の成長につなげてください。 

文化祭スローガン 

Bloom～満開に咲きほこれ～ 


